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り，その上で様々な非金融機関の育成を通じて
法人株主を成立させ，それを企業の大株主にす
ることを考えねばならない。そうすればそれら
の株主はひとつの方向性を持つようになり，企
業の経営権に向かって相互に緊密な関係を構築
することが可能となる。株式所有者の個人的な
思惑によるのではなく，経営権に対して均衡の
取れた標準的な資産の所有権の，有効な規定を
形成するのにも役立つであろう。株主総会と取
締役会と社長の間では相互にそれぞれの権限を
制限する規定を設けた上で，信頼と委託との関
係を構築することが特に重要である。
３．徐 々 に大口融資銀行を育成するのも一つ
の方法である
 現在中国の国有企業の負債比率は非常に高
い。これらの負債債権を組むにあたって，銀行
の貸し付け金を株式に充当するやりかたはきわ
めて有効な方策であるといえる。この点では日
本の大口融資銀行のあり方を参考にする価値が
ある。強力な大口融資銀行の存在と株式の過度
の集中は株式の流通を弱体化させ，企業組織の
維持と発展に対してコストが高くという問題が
ある。そして中国の既存の銀行制度は，銀行の
業務としてこの目標を実現するための条件とは
著しい格差がある。しかし銀行を国有企業の大
株主と積極的な監督者に成長させることは，国
家の経済戦略の組み立てと，国有企業の特徴，
発展の需要とから見ても重要であり，経済規定
の改革の基礎や中国の歴史的伝統などの要素を
考えても，重要である。また国有企業の持つ
「内部の人間がコントロールする」という欠点
を克服することができるし，国家の経済構造を
戦略的に組み立てるという，大企業と企業のグ
ループの目標の実現も促進できるであろう。銀
行に国有企業の組みかえと維持の過程に於いて
重要で積極的な役割を果たさせようというので
あるが，もしこのやりかたが正しいとすれば，
現在の「銀行法」を修正しなければならない。
銀行が国有企業の株式を所持することを容認
し，大口融資銀行を育成する措置のための修正
である。大口融資銀行の存在は，経営者の自由
を十分に保証するが，一方でまた有効に監督も
できる。また株式所有者の利益を保証する裏付
けともなるし，企業の長期な発展の維持にも裏
付けとなる。しかし日本に於ける大口融資銀行
の存在には欠点もあるということに注意しなけ
ればならない。それは大口融資銀行が，企業に
対して制限なく資金を提供し，そのため企業が
野放図な投資を実行し，利益が上がらないどこ
ろか投資金額そのものを銀行に償還できなくな
り，それによって日本経済全体がバブル崩壊現
象に陥ったということである。だから中国では
現代の企業制度を育成するに当たっては，株式
の所有構成という点で，大口融資銀行の持ち分
を高め，融資銀行の代表として取締役会に参加
するほか，会計士事務所や弁護士事務所や審計
士事務所などの，その企業を日常的に補佐して
いる外部の機関から審査と監督とを受けるよう
にすることを怠ってはならない。とくに投資の
効果の審査は，これを強化する必要がある。ま
た会議によってあらゆる株主に企業の経営の様
子を知らせる。外部からの審査によって，取締
役会と企業の経営者との制約規制が形成しやす
くなるし，株主がこれに対して通常的な監督を
しやすくなる。
終りに
 中国の現代企業制度を作る条件と環境は，米
日両国に比べると日本の方により似ていると思
われる。その理由は次のとおりである。
 １．地域や文化から見て，中国の現代の企業
おかれている立場はどちらかといえば日本に似
ているとおもわれる。
 ２．雇用制度から見ると中国の国有企業の雇
用制度は日本の企業とほとんど同じである。例
えば中国の国有企業は昔から終身雇用制度を実
行しているために，そちらからの巨大な雇用圧
力がある。国有の大中型企業の余剰人員は普通
の従業員総数の30％から40％である。ゆえに中
国は現代の企業制度を育成するに当たっては，
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豊富な労働力市場を利用して企業の従業員を配
置するアメリカ方式を完全的には採用すること
は出来ないが，中国に適応した形を採用して，
徐々に労働力市場でその企業の従業員の配置を
調節する程度を強めていくのが望ましい。
 ３．企業の資金調達の面からみると，中国の
国有企業と日本の現代企業は非常によく似てい
る。改革開放以降の中国国有企業の資金の80％
から90％が銀行からの借入金である。現在証券
取引市場によって調達された資金の割合は上昇
しつつあるがまだ多いとはいえない。この方面
ではアメリカの企業が金融市場やグループ企業
内部からの資金調達によって資金の拡大を図っ
ているのとは異なって，日本の企業は主に銀行
から資金調達をしており，この点では中国の場
合と一致している。
 以上の分析を通じて，中国では現代の企業制
度を作るにあたっては日本の企業制度について
の研究を重視しなければならないということは
いえるであろう。
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